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　日本看護協会は、株式会社ジャニー
ズ事務所の社会貢献活動「Johnny’
s Smile Up ! Project」の一環とし
て 5 億円の寄付を受領した。本会
は、寄付金で「Johnny’s Smile Up ! 
Project 基金」を設立し、基金の使
途は同社の指定に基づいて、新型コ
ロナウイルス感染症の対応においても
幅広く活躍する認定看護師の育成に
関する事業や、看護学生の支援とし
て看護師等学校養成所への支援事業
に役立てる。
　2020 年 12 月 21 日には、同事務
所の関ジャニ∞の 5 人を迎え、本
会 JNAホールで感謝状の贈呈式を
行った。福井会長は「今回このよう
なご支援をいただいたこと自体が、
全国の看護職にとって大きな励みに

　政府は 12 月 21 日、2021 年度予
算案を決定した。総額 106 兆 6,097
億円のうち、社会保障関係費は 35
兆 8,421 億円。20 年度の第 3次補正
予算と一体で新型コロナウイルス感

染症に対応する医療提供体制の強化
を図るとし、保健所の体制強化（5
億 6,000 円）や診療報酬等の臨時措
置（457 億円）なども計上された。
　厚生労働省の看護関係予算は、看

感謝状を手にする関ジャニ∞
の皆さんと福井会長

ジャニーズ事務所から5億円の寄付
同社の指定に基づき認定看護師の育成へ

2021年度 看護関係予算
新型コロナウイルス対応の予算を計上

　日本助産評価機構は 12 月 21 日、
2020 年度の助産実践能力習熟段階
（クリニカルラダー）レベルⅢ認証
の結果を公表した。新規申請者では
727 人、更新申請者は 2,666 人が認
証され、「アドバンス助産師」は合
計 1万 569 人となった。
　今回の認証者には、2月に同機構
から認証書と認証カード、認証バッ
ジが送付される。また、同機構HP
（https://josan-hyoka.org/）の認証
者名簿は 2月に更新される予定。

　標記の延長審査について、以下の日程で追加受付を行います。詳細
は、本会HP掲載の「延長審査の手引き」をご参照ください。
【認定看護師】
審 査 申 請：1月 8日（金）10 時～ 1月 25 日（月）15 時
申請書類の送付：1月 8日（金）～ 1月 31 日（日）消印有効
審査料の振込：1月 8日（金）10 時～ 1月 25 日（月）15 時

【認定看護管理者・専門看護師】
審 査 申 請：1月 18 日（月）10 時～ 1月 25 日（月）15 時
申請書類の送付：1月 18 日（月）～ 1月 31 日（日）消印有効
審査料の振込：1月 18 日（月）10 時～ 1月 25 日（月）15 時

アドバンス助産師727人が新規
認証、合計1万569人に

なる」とあいさつ。関ジャニ∞を代
表して村上信五さんは「微力ではご
ざいますが、これからも看護職の皆
さんをはじめ、医療従事者の皆さん
の笑顔と明るい未来のお役に立てる
ように頑張っていきたい」と述べた。
その後、村上さんから福井会長に目
録が手渡され、福井会長からは感謝
状を贈呈した。

地域を支える看多機

看護は暮らしのそばに
　兵庫県北東部に位置する豊岡市の人口は、約
7万 8,000 人。2020 年 1 月時点の高齢化率は全
国平均の 27.91％を上回る約 33％で、2025 年に
は 34.5％になると推計されている。この地で高
齢者を含む地域住民の健康と暮らしを支えてい
るのが一般社団法人ソーシャルデザインリガ
レッセ。訪問看護と看護小規模多機能型居宅介
護（看多機）のサービスを提供している。
　リガレッセ立ち上げ前は他県の病院で勤務を
していた代表の大槻恭子さん。看護師として働
き始めて、ある違和感を覚えた。「看護は暮ら
しのそばにあるもの」との考えを持って臨んだ
看護の現場だったが、病院内で看護師が行う業
務が多く、なかなか思うような看護ができな
かった。そんな当時の様子を大槻さんは「“病”
を中心に物事が進んでいき、ベッドの上で命が
流れていくようだった」と振り返る。
　その後、豊岡市に移住し、看護師が地域で活
躍し住民の役に立つにはどうしたらよいか考え
ていた際に出会ったのが訪問看護だった。訪問
看護は在宅療養生活を支えるには不可欠なサー
ビスだ。利用者の生活の場で看護を提供する

醍醐味（だいごみ）を感じた一方で、90 歳の
利用者が最期の時に救急搬送される事例なども
経験し、自宅で最期まで暮らしたいという本人
の思いと看取りたいという家族の思いが置き去
りにされているのではないかと思うようになっ
た。看取りを支援できるステーションを立ち上
げたい、という気持ちが芽生えた。

「もう一つの居場所」を作る
　自らの理想を形にすべく起業を決意。2014
年に笹川保健財団が募集していた日本財団在宅
看護センター起業家育成事業に応募した。研修
を終え、2015 年に豊岡市日高町で訪問看護サー
ビスの提供を開始した。その後、利用者が「自
宅や病院ではないもう一つの居場所」を求めて
いることが分かった。「利用者と家族は『ずっ
と自宅で療養生活は継続できない』『最期は病
院に行きたくない』という 2つの思いを抱えて
いて、どうにかその間を取り持つことができる
もう一つの居場所ができればと考えました」。
そこで 2017 年に看多機のサービス提供を開始
した。
　大槻さんが看多機事業所として選んだのは築
150 年を超える庄屋屋敷だった。温かみがある
かつての庄屋屋敷に入ると利用者も自然と表情
が柔らかくなる。また室内の一部をあえてバリ
アフリーにしていない。「人と人がすれ違う時
にぶつかりそうな場所では、お互いが譲り合う。
自然とコミュニケーションが生まれます。そう
いった日常での出来事をそのままにしておきた
かったのです」。
　看多機はサービスの幅が広いため、時に特徴

が伝わりづらい面もある。そこで、リガレッセ
では看多機のコンセプトを『食べることを再
チャレンジする場』とし、さまざまな取り組み
を行っている。摂食・嚥下訓練などで実際に経
口摂取できるようになった利用者は数多くお
り、それにより体力が戻って要介護度が下がる
ケースもある。
　食材にもこだわり、事業所に隣接したスペー
スに畑を設け、無農薬で野菜を栽培している。
野菜は看多機利用者への食事だけでなく、隣接
するカフェの料理でも使用している。大槻さん
は食の大切さを伝える場としてカフェ「miso
（みそ）」を 2018 年 12 月にオープン。古民家の
趣を生かし、また無農薬野菜をふんだんに使っ
たメニューは地元でも評判だ。看多機とも隣接
しているため、自然と事業所内の様子を見るこ
とができる。「『看多機ってどんな所なんだろう』
と思った方も利用いただいていますから、施設
見学の役割も兼ねていますね」。看護師として
「生活の中にあることで生きる看護」の探求を
続ける大槻さん。もう一つの居場所である看多
機を中心にその取り組みはさらに広がる。

築 150年の温かみのある開放的な空間

一般社団法人ソーシャルデザインリガレッセ
　（兵庫県豊岡市）

第 2回

護職員の資質向上や確保にほぼ従来
と同様の予算が計上されたほか、基
礎教育における臨床現場での学びの
不足を補うことを目的とした「新型
コロナウイルスの影響に係る看護
職員卒後フォローアップ研修事業」
（2,600 万円）や、看護職のキャリア
形成の支援とキャリアの可視化に向
け、資格管理と連動させた就業継続
支援を目的とした「人生 100 年時代
の看護職キャリア継続支援ツール作
成事業」（2,000 万円）が新設された。
　文部科学省では、従前からの「課
題解決型高度医療人材養成プログラ
ム」、「学校における医療的ケアのた
めの看護師配置」などと合わせ、初
等教育での児童の健康リテラシー向
上や専門人材を活用した学校関係者
の新型コロナウイルス感染症研修に
予算（3,600 万円）が計上された。

延長審査 追加受付のご案内認定看護師および
認定看護管理者・専門看護師2020年度


